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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

 

資料１．略号 

 

 略号を使用する場合は次による。 

 

項目 

 

表示事項 

 

表示略号 

 

表示事項 

 

表示略号 

 

 

 

一 

 

般 

 

事 

 

項 

 

 

 

塔屋屋上階 

塔屋１階 

屋上階（塔屋のないもの） 

３階中２階 

中２階 

１階、３階 

地下１階 

ベンチマーク 

基準地盤面 

基準床面 

ＰＲＦ 

Ｐ１Ｆ 

ＲＦ 

３ＦＭＦ 

ＭＦ 

１Ｆ，３ＦＢ

１Ｆ 

ＢＭ 

ＧＬ 

ＦＬ 

幅 

長さ 

高さ 

直径 

半径 

縮尺 

センターライン 

間隔 

厚さ 

ダクトスペース 

パイプスペース 

エアーダクト 

電気配線室 

エレベーター 

Ｗ，w 

Ｌ，l 

Ｈ，h 

Ｄ,d,φ  

Ｒ，r 

Ｓ 

ＣＬ 

＠ 

t，ァ 

ＤＳ 

ＰＳ 

ＡＤ 

ＥＰＳ 

ＥＶ 

 

 

 

  構 

 

 

 

 

  造 

  

 

 

鉄骨鉄筋コンクリート 

鉄筋コンクリート 

鉄骨 

木 

軽量鉄骨 

コンクリートブロック 

床版（スラブ） 

壁 

土圧を受ける壁 

土圧を受け、かつ耐震壁 

耐震壁 

柱 

間柱 

筋かい 

 

ＳＲＣ 

ＲＣ 

Ｓ 

Ｗ 

ＬＧＳ 

ＣＢ 

Ｓ 

Ｗ 

ＲＷ 

ＥＲＷ 

ＥＷ 

Ｃ 

Ｐ 

ＢＲ 

 

基礎 

布基礎 

基礎梁 

大梁 

小梁 

トラス梁 

プレート 

フラットバー 

高力ボルト 

あばら筋 

帯筋 

柱及び梁の幅 

柱及び梁のせい 

 

 

Ｆ 

ＣＦ 

ＦＧ 

Ｇ 

Ｂ 

Ｔ 

ＰＬ,ＰＬ 

ｆｂ 

ＨＴＢ 

ＳＴＰ 

Ｈoop 

b 

Ｄ 
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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

 

 

材 

 

 

料 

 

 

・ 

 

 

工 

 

 

法 

 

 

 

＜塗装工法＞ 

合成樹脂調合ペイント塗り 

クリヤーラッカー塗り 

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り 

耐候性塗料塗り 

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り 

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り 

ウレタン樹脂ワニス塗り 

ラッカーエナメル塗り 

オイルステイン塗り 

木材保護塗料塗り 

 

＜薄付け仕上塗材＞ 

外装けい酸質系薄付け仕上塗材 

可とう形外装けい酸質系薄付け仕上塗材 

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材 

可とう形外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材 

防水 形 外 装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材 

外装合成樹脂溶液系薄付け仕上塗材 

内装セメント系薄付け仕上塗材 

内装消石灰・ドロマイトプラスター系薄付け仕上塗材 

内装けい酸質系薄付け仕上塗材 

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材 

内装水溶性樹脂系薄付け仕上塗材 

 

＜厚付け仕上塗材＞ 

外装セメント系厚付け仕上塗材  

外装けい酸質系厚付け仕上塗材 

外装合成樹脂エマルション系厚付け仕上

塗材内装セメント系厚付け仕上塗材 

内装消石灰・ドロマイトプラスター系厚付け仕上塗材 

内装せっこう系厚付け仕上塗材 

内装けい酸質系厚付け仕上塗材 

内装合成樹脂エマルション系厚付け仕上塗材 

 

＜複層仕上塗材＞ 

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系複層仕上塗材 

可とう形ポリマーセメント系複層仕上塗材 

防水形ポリマーセメント系複層仕上塗材 

けい酸質系複層仕上塗材 

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

 

ＳＯＰ 

ＣＬ 

ＮＡＤ 

ＤＰ 

ＥＰ－Ｇ 

ＥＰ 

ＥＰ－Ｔ 

ＵＣ 

ＬＥ 

ＯＳ 

ＷＰ 

 

 

外装薄塗材Ｓｉ 

可とう形外装薄塗材Ｓｉ  

外装薄塗材Ｅ 

可とう形外装薄塗材Ｅ 

防水形外装薄塗材Ｅ 

外装薄塗材Ｓ 

内装薄塗材Ｃ 

内装薄塗材Ｌ 

内装薄塗材Ｓｉ 

内装薄塗材Ｅ 

内装薄塗材Ｗ 

 

 

外装厚塗材Ｃ 

外装厚塗材Ｓｉ 

外装厚塗材Ｅ 

内装厚塗材Ｃ 

内装厚塗材Ｌ 

内装厚塗材Ｇ 

内装厚塗材Ｓｉ 

内装厚塗材Ｅ 

 

 

複層塗材ＣＥ 

可とう形複層仕上塗材ＣＥ 

防水形複層塗材ＣＥ 

複層塗材Ｓｉ 

複層塗材Ｅ 

防水形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

防水形反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

合成樹脂溶液系複層仕上塗材 

防水形合成樹脂溶液系複層仕上塗材 

 

＜軽量骨材仕上塗材＞ 

吹付用軽量骨材仕上塗材 

こて塗用軽量骨材仕上塗材 

 

＜マスチック塗材＞ 

マスチック塗材塗り Ａ種 

マスチック塗材塗り Ｂ種 

 

＜パネル・ボード類＞ 

軽量気泡コンクリートパネル 

押出成形セメント板 

テラゾブロック 

せっこうボード 

せっこうラスボード 

化粧せっこうボード 

シージングせっこうボード 

強化せっこうボード 

不燃積層せっこうボード 

ロックウール化粧吸音板 

ロックウール吸音ボード 

グラスウール吸音ボード 

けい酸カルシウム板 

硬質木毛セメント板 

普通木毛セメント板 

硬質木片セメント板 

普通木片セメント板 

 

＜管類＞ 

硬質ポリ塩化ビニル管 

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管 

遠心力鉄筋コンクリート管 

配管用鋼管 

配管用つば付き鋼管 

構造用鋼管 

亜鉛めっき鋼管 

防水形複層塗材Ｅ 

複層塗材 RE 

防水形複層塗材ＲＥ 

複層塗材 RS 

防水形複層塗材ＲＳ 

 

吹付用軽量塗材 

こて塗用軽量塗材 

 

マスチックＡ 

マスチックＢ 

 

 

ＡＬＣ 

ＥＣＰ 

ＴＢ 

ＧＢ－Ｒ 

ＧＢ－Ｌ 

ＧＢ－Ｄ 

ＧＢ－Ｓ 

ＧＢ－Ｆ 

ＧＢ－ＮＣ 

ＤＲ 

ＲＷ－Ｂ 

ＧＷ－Ｂ 

0.8FK,1.0FK 

ＨＷ 

ＮＷ 

ＨＦ 

ＮＦ 

 

 

ＶＰ,ＶＵ 

ＲＳ－ＶＵ 

ＨＰ 

ＳＧＰ 

ＴＧＰ 

ＳＴＫ 

ＳＧＰＷ 
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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

 

 

建 

 

 

具 

 

 

等 

 

 

 

木製戸 

鋼製戸 

鋼製軽量戸 

ステンレス製戸 

アルミニウム製戸 

樹脂製戸 

木製窓 

鋼製窓 

ステンレス製窓 

アルミニウム製窓 

樹脂製窓 

重量シャッター 

軽量シャッター 

オーバーヘッドドア 

木製がらり 

鋼製がらり 

アルミニウム製がらり 

ふすま 

紙障子 

アルミニウム製カーテンウォール 

 

ＷＤ 

ＳＤ 

ＬＤ 

ＳＳＤ 

ＡＤ 

ＰＤ 

ＷＷ 

ＳＷ 

ＳＳＷ 

ＡＷ 

ＰＷ 

ＳＳ 

ＬＳ 

ＯＨＤ 

ＷＧ 

ＳＧ 

ＡＧ 

Ｈ 

Ｐ 

ＡＣＷ 

ドアクローザー 

フロアヒンジ 

ラバトリーヒンジ 

ピボットヒンジ 

ヒンジクローザー 

フロート板ガラス 

型板ガラス 

網入型板ガラス 

線入型板ガラス 

網入磨き板ガラス 

線入磨き板ガラス 

合わせガラス 

強化ガラス 

熱線吸収フロート板ガラス 

熱線吸収網入磨き板ガラス 

熱線吸収線入磨き板ガラス 

複層ガラス 

熱線反射ガラス 

倍強度ガラス 

倍強度熱線吸収ガラス 

 

 

ＤＣ 

ＦＨ 

ＬＨ 

ＰＨ 

ＨＣ 

Ｐ 

Ｆ 

ＮＦ 

ＷＦ 

ＮＰ 

ＷＰ 

Ｌ 

Ｔ 

ＨＡＰ 

ＨＡＮＰ 

ＨＡＷＰ 

ＩＧ 

ＨＲ 

ＤＳ 

ＤＳＨＡ 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

 

資料２．図面への記載事項 

 

ⅰ． 実施設計図書には、当工事に該当するものを記載する。 

 

 ⅱ． ※印の事項は、施工上やむを得ず発生する可能性の高い変更等について、あら

かじめの検討事項を記載する場合の記載事項を示す。 

  

ⅲ． (20)～(28)の図面の記載について、その他の図面等への記載をもって代えるこ

とができる。 

 

 

 

(1) 表紙は、図面等の表題を表現する。 

記  載  事  項 
     備    考 

項  目 内       容 
 工 事 名 称 

 契 約 年 月 

 担 当 部 局 名 

 図 面 枚 数 

○○○○○建築工事 

平成○○年○○月 

 

工事の契約年月を記入する。 

 

(2) 図面目録は、図面の順序及び名称を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 図 面 番 号 

 図 面 名 称 

  

 

(3)  工事区分表は、特定の同一部位に対し、複数の契約工事による施工が行われる

場合等において、各工事の範囲が重複することのないよう明確に区分し表現する。 

 

(4)  敷地案内図は、工事場所への道案内及び周囲の概況を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 敷 地 の 位 置 

 主要交通機関、 
 周 辺 道 路 

 目     標 

 方     位 

 計 画 道 路 

所在地 

鉄道名,駅名,道路名,停留所名,行先等 

 

公園,河川,付近の建物等 

 

名称,位置及び幅員 

 

記号を用いる場合は、国土地理 

院の定めた記号による。 

 
方位は、真北とする。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

(5)  配置図は、新築、既存建物等の位置関係等を表現する。  

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

敷 地 の 形 状 

周辺道路、隣地 

の状況 

 

 

計 画 道 路

壁  面  線 

方     位 

地  盤  高 

 

建物・工作物等 

の位置及び名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工 事 範 囲 

 増 築 予 定 

 法 規 上 の 表 現 

 

 凡     例 

敷地境界石標,敷地境界及び敷地周囲の辺長 

道路の名称及び幅員,歩・車道の区分,横断歩

道,歩道橋,建物,工作物等の輪郭及び高さ,

排水設備の経路等 

 

名称,位置及び幅員 

 

 

ベンチマーク,基準地盤面,現状地盤高,設計 

地盤高,道路面及び隣地との高さ関係 

接地階の輪郭, 

建物の必要な基準線と敷地境界線又は敷地 

内の他の建物等との関係,敷地内の他の建物 

の名称,構造,規模等建物の主要出入口の位 

置,外部階段,外部スロープ等 

縁石及び舗装の種別,舗装の標示,誘導用床

材・注意喚起用床材,門,囲障,植栽,芝張り, 

擁壁,排水設備の種類・経路等 

庁名板,旗竿及び屋外掲示板,浄化槽,防火水

槽,オイルタンク,外灯,コンクリート柱等 

 

 

 

延焼のおそれのある部分及び壁面制限線 

 

表示記号,略号等 

 

 

 

 

 

 

 

方位は、真北とする。 

 

 

突出部等を破線で記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   なお、縮尺 1/100 の場合は１階平面図を兼ねることができる。 

 

(6) 面積表及び求積図は、国有財産法に基づく建物の建面積並びに建築基準法上の

建築面積及び延べ面積について表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
建 物 求 積 図 

面 積 算 定 表 

 

 

 

 

面積算出のための基準線 

面積算定式 

国有財産法による求積表 

建物の建面積及びその算定式 

建築基準法による求積表 

建築面積,延べ面積及びそれらの算定式 

  

 

 

 

 

 

 

 (7)  仕上表は、建物の外部及び内部の仕上げを表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

外 部 仕 上 げ 

内 部 仕 上 げ 

内 外 付 属 品 

法 規 上 の 表 現

 凡     例 

 

 

 

不燃材料・準不燃材料等 

略号 

 

 

 

 

 

 

(8) 平面図は、各階の水平断面を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
基 準 線 

柱 列 記 号 

方 位 

区     画 

室     名 

床 の 高 低 

二 重 床 等 

建 具 符 号 

展 開 記 号 

各 種 付 属 物 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 範 囲 

増 築 予 定 

断面図の切断箇所 

法 規 上 の 表 現 

 

凡     例 

通り心及び相互間寸法 

 

 

柱,壁,建具の位置及び種別 

室名,設備スペース名等 

基準床面との高低差 

二重床,ピット等の範囲 

 

 

移動間仕切，可動間仕切,ファンコイルカバ 

ー,アコーディオンドア,造りつけ家具,書架 

（移動書架を含む。）,流し台,表示標識,黒 

板,掲示板,避難器具,タラップ,誘導用床材

・注意喚起用床材,床点検口,手すり,衛生器

具,トイレブース,消火器ボックス，消火栓,

分電盤,換気口,断熱材，縦どい,ルーフドレ

ン,屋根排水勾配方向,ＥＸＰ．Ｊ,釜場,取付

け金物（丸環）,設備基礎,補強を伴う床開口

の位置,寸法等 

 

 

 

防火区画,防煙区画,延焼のおそれのある 

部分,防火戸の種別,非常用進入口等 

表示記号,略号等 

 

 

 

 

 

 

 

建具位置図を作成する場合は不要。 

展開図を作成しない場合は不要。 

工事対象外のものは点線等で明示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切断箇所が解り難い場合に記載する。 
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国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

(9) 立面図は、建物の外観及び形状を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 地  盤  面 

 外 観・形 状 

外 部 仕 上 げ 

 

 

 壁  目  地 

 工 事 範 囲 

 増 築 予 定 

各 種 附 属 物 等 

 

 

 

 

法 規 上 の 表 現 

 

 

凡          例 

 

 

仕上材位置及び範囲 

 

 

伸縮目地,化粧目地,打継ぎ目地等 

 

 

手すり,タラップ,屋外階段,屋外スロープ, 

庁名板,案内板,縦どい,旗竿,旗竿受け金物, 

窓拭き用フック,懸垂幕用フック,ＥＸＰ．Ｊ 

,避雷針,ベントキャップ,高置水槽,クーリ

ングタワー,アンテナ等 

斜線制限線,高さ制限線,壁面線,延焼のおそ 

れのある部分,外部雷保護システムの保護範

囲,非常用進入口,防火戸及びガラスの種別 

表示記号,略号等 

 

各面とする。 

仕上表等で表現できない、部分 

的な仕上材が有る場合に記載する。 

 

 

 

 

工事対象外のものは点線等で明示す

る。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

(10) 断面図は、建物各部と地盤との関係、建物の階高、階数等を表現する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

 地   盤   面 

基  準  線 

 断 面 形 状 

 柱 列 記 号 

 各 部 の 寸 法 

 

 

 

 

 

 

 室     名 

 法 規 上 の 表 現 

 

 

 

 

 

 

 

基準線と建物各部 

 庇・バルコニーの出等 

基準地盤面・設計地盤高と建物各部 

 各階基準床面,建物の高さ,最高の高さ等 

 

各床面と建物各部 

 ピット深さ,二重床高,天井高,軒高,階高等 

 

敷地境界線,斜線制限線,高さ制限線,壁面制 

限線, 外部雷保護システムの保護範囲,前面

道路幅員,隣地及び前面道路又は前面道路向

かいの隣地と基準地盤面との高さ関係等 

 

平面図による。 

 

平面図による。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

(11) 矩計図は、垂直断面における材料、工法、形状、寸法等を表現する。ただし、

階数が多く、各階が同一寸法及び同一仕上げの繰り返しの場合は、基準階のみを

示し、省略することができる。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 基  準  線 

 柱 列 記 号 

 基 準 地 盤 面 

 

 

 

 

壁  目  地 

 各 部 の 寸 法 

 

 

 

 

 

各 部 の 仕 上 げ 

 室     名 

 各 種 附 属 物 等 

 

 

 

 

 

 

 

基準線と建物各部 

 壁心,仕上面,庇,バルコニーの出等 

基準地盤面・設計地盤高並びに建物各部 

 各階基準床面,建物の高さ,最高の高さ等 

 

伸縮目地,化粧目地等 

各床面と建物各部 

 ピット深さ,二重床高,上り床・下り床の仕

上面,腰高,建具内法高,手すり高,天井高,

天井ふところ高,軒高,階高,パラペット等 

仕上材,構造体等 

 

 

 

床勾配,屋根勾配,打込み断熱材,耐火被覆, 

防湿層,水切り,水抜きパイプ,取付け金物 

（丸環,手すり,旗竿受け金物,タラップ等） 

,床下・天井裏換気口,犬走り,側溝,建物に接 

した植え込み,縦どい,ルーフドレン,カーテ 

ンボックス,ファンコイルカバー,補強を伴 

う壁開口の位置,寸法等  

平面図による。 

平面図による。 

 

 

 

屋上階基準床面は、構造体天端 

とし、水上及び水下を明記する。 

 

 

屋外手すり高は、水上床仕上面 

から手すり天端までの寸法とする。 

 

他図等に示されている場合は不要。 

 

他図等に示されている場合は不要。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、短計図は部分断面詳細図を兼ねることができる。 

 

(12) 平面・断面・部分詳細図は、一般図では表現できない部分の材料、工法、形状、

寸法等を表現する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 基  準  線 

 柱 列 記 号 

 展 開 記 号 

 区      画 

 各 部 の 寸 法 

 

 

 

 

 

 

 各 部 の 仕 上 げ 

 室     名 

 そ の 他 

 

 

 

 

柱,壁,建具等の位置 

基準線との関係 

 柱心,壁心,仕上面,建具内法幅等 

各床面との関係    

階高,天井ふところ高,天井高,腰高,建具内

法高,手すり高等 

仕上材,構造体等 

 

 

 

各部の構造体等との緊結方法 

 

平面図による。 

平面図による。 

展開図を作成しない場合は不要。 

 

 

 

 

 

 

他図等に示されている場合は不要。 

 

他図等に示されている場合は不要。 

 

他図等に示されている場合は不要。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

各 種 附 属 物 等 

 

 

 

 

トイレブース,洗面器,手洗器,鏡,掃除流し, 

便器,流し台,こんろ台,湯沸器,吊戸棚,水切 

り棚,くつ洗い,くつふきマット,手すり,タ 

ラップ,縦どい,床点検口,造りつけ家具,消 

火器ボックス,案内板,黒板,掲示板等 

工事対象外のものは点線等で明示す

る。 

 

 

 

 

(13) 展開図は、一般図又は詳細図では表現が不十分な室について、壁面の構成並び

に設備器具・家具類の配置及び取合いを表現する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 
 基  準  線 

 柱 列 記 号 

 仕 上 面 

 壁 面 の 形 状 

 

 

 天 井 高 

 各 部 の 寸 法 

 

 

 

 仕 上 げ 

 

 室     名 

 展開記号による 

 展 開 方 向 

 

 

 

 

展開の方向に現れる開口部,建具,造りつけ 

家具,仕上げの見切,ボード類の割付け,設備 

器具,その他の附属物 

 

各床面と建物各部 

上り床,下り床,腰高,建具内法高,手すり高

,補強を伴う壁開口,上り天井,下り天井等 

 

 

 

 

a,b,c,d 

平面図による。 

平面図による。 

下地材は記載しない。 

工事対象外のものは点線等で明示す

る。 

 

 

 

 

 

 

他図等に示されている場合は不要。 

 

 

(平面図又は平面詳細図に記入。) 

 

 (14) 天井伏図は、天井面の構成を表現する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

 基  準  線 

 柱 列 記 号 

 区      画 

 仕 上 げ 

 下 り 天 井 

 軒  天  井 

 割 付 け 

 天 井 高 

 各 種 附 属 物 等 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

 

 

柱,壁,梁型,建具等の位置及び仕上面 

 

 

 

 

 

カーテンボックス,カーテンレール,カーテ 

ン,ブラインド,シャッター引込み口又はシ 

ャッターケース,ピクチャーレール,アコー 

ディオンドア,折戸等のハンガーレール,天 

井点検口,換気口,給排気口,排煙口,防煙垂 

壁,埋込み照明器具用切込み開口,吹出口及 

び吸込口用切込み開口並びにその他の設備 

設備器具用切込み開口等表示記号,略号等 

平面図による。 

平面図による。 

 

 

 

 

意匠上必要な場合に記載する。 

 

工事対象外のものは点線等で明示す

る。 

 

 

 

 

 

 

   図は見上げとする。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

(15) 建具表は、建具、建具金物及びガラス（既製間仕切等は除く。）を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

 建      具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 建 具 金 物 

 凡      例 

 

形状図 

枠回り詳細 

くつずり 

種別及び開閉方法 

箇所数 

建具符号 

建具寸法 

建具枠寸法 

ガラスの種別及び厚さ 

がらりの形状,寸法及び種別 

網戸の有無及び網の種類 

仕上げ 

その他 

 

支持金物,自閉金物,締り金物等 

表示記号,略号等 

形状図は内観図とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火戸、連動装置の種別等を 

記載する。 

 

 

 

 

(16) 工作物等詳細図は、工作物等の詳細を表現する。  

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

 工 作 物 等 平面,立面,断面及び詳細  

 

(17) 外構詳細図は、外構の詳細を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

門、囲障、擁壁 

舗装、雨水桝リスト 

排 水 設 備 等  

平面,立面,断面及び詳細 

 
 

 

 

(18) 植栽図は、植栽等の位置及び範囲等を表現する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

植  栽  等 

 

植栽リスト,支柱形式,植栽基盤種別,植樹

位置,芝張りの範囲等 

 

配置図と組み合わせることができる。 

 

 

(19)  仮設計画図は、仮囲い範囲及び工事用出入口の位置、当該仮設物の仕上げ等を

指定明示する場合に作成する。なお、当該事項を配置図等に記載することにより

省略できる。 
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(20) 構造関係共通事項の作成に当たっては、次の事項を記載する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

記 号 等 の 凡 例 

        

配 筋 標 準 図  

鉄 骨 標 準 図  

 

そ の 他 共 通 

と な る 事 項 

表示記号,略号等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(21)  基礎伏図は、基礎（基礎ぐいを含む。）の配置を表現するものとし、次の事項

を記載する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

基  準  線  

柱 列 記 号  

方     向  

基 礎 ぐ い 

         

         

                 

         

 

 

基 礎 

（ 直 接 基 礎 ） 

 

耐 圧 版  

（耐圧スラブ）  

ピ ッ ト 壁        

              

   

構造計算において 

その影響を考慮し 

た非構造部材 

そ  の  他  

         

凡     例  

通り心及び相互間寸法 

 

Ｘ方向及びＹ方向 

試験杭及び本杭の配置,形状,略号,寸法, 

構造方法,材料の種別及び杭天端と基準地

盤面との高低差 

 

 

 

 

配置,形状,略号,寸法,構造方法, 

材料の種別及び基礎天端と基準地盤面との 

高低差 

位置,形状,略号,寸法,構造方法, 

材料の種別及びピットの位置 

位置,形状,寸法,記号,略号,構造方法,材料 

の種別,開口位置,開口形状及び開口寸法 

  

位置,形状,寸法,記号,略号,材料の種別 

 

 

打増し範囲,型枠の取り外しの有無及び 

埋め戻しの有無 

表示記号,略号等 

                      

 

 

 

接合部を含む。 

※杭寸法、杭の位置ずれ及び杭の長さ

変動について、あらかじめの検討にお

ける許容範囲、その対処方法等(補強

方法等）を記載する。 

 

接合部を含む。 

 

 

接合部、ピット床版及びかま場 

の位置を含む。 

接合部を含む。工事区分及び補強の有

無にかかわらず、開口部の位置を記載

する。 

 

 

 

 

 

 

図は見下げとする。 

 

(22)  各階床伏図は、柱、梁（基礎梁を含む。）、壁、床版等の配置を表現するもの

とし、次の事項を記載する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

基  準  線 

柱 列 記 号 

方     向 

通り心及び相互間寸法 

 

Ｘ方向及びＹ方向 
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梁 及 び 床 版 の 

高低差 

 柱   

 

 梁   

 

 

 

 

 壁   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床版（スラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋  か  い 

 

階     段 

 

梁 貫 通 孔 及 び 

スリーブの材質 

 

 

 

 

 

 

屋根ふき材、内装材、 

外装材、帳壁その 

他これら類する 

建築物の部分 

広告塔、装飾塔そ 

の他建築物の屋外 

に取り付けるもの 

構造計算においそ 

の影響を考慮した 

非構造部材 

そ  の  他 

凡     例 

 

基準床面との高低差 

 

位置,形状,寸法,記号,略号,構造方法 

及び材料の種別 

位置,形状,寸法,記号,略号,構造方法 

材料の種別及び継手位置（鉄骨） 

       

 

 

位置,形状,寸法,記号,略号,構造方法,材料 

の種別,開口位置,開口形状及び開口寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置,形状,寸法,記号,略号,構造方法,材料 

の種別,開口位置,開口形状及び開口寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置,形状,寸法,略号,構造方法及び材料 

の種別 

位置,形状,寸法,略号,構造方法及び材料 

の種別 

位置,形状,寸法,記号,略号及び材料の種別 

 

 

 

 

 

 

 

種別,位置及び寸法  

 

 

 

種別,位置及び寸法  

 

 

位置,形状,寸法,記号,略号及び材料の種別 

 

 

打増し範囲,型枠の取り外しの有無等 

各階床伏図の見上げ・見下げ方向の凡例  

表示記号,略号等 

 

 

接合部を含む。 

 

接合部を含む。 

※小梁の位置について、あらかじめの

検討における許容範囲を記載する。 

 

接合部を含む。耐震壁を明記する。 

その他構造計算においてその影響を

考慮する非構造部材（下り壁、腰壁等

）を含む。 

躯体開口寸法を記載する。 

※躯体開口寸法及び開口位置につい

て、あらかじめの検討における許容範

囲（鉛直及び水平方向）を記載する。 

 

 

接合部を含む。 

※小梁位置について、あらかじめの検

討における許容範囲を考慮した床版

厚を記載する。 

土に接する床版は土間コンクリート

か土間床版かの区別を記載する。 

 

躯体開口寸法を記載する。 

※躯体開口寸法及び開口位置につい

て、あらかじめの検討における許容範

囲（鉛直及び水平方向）を記載する。 

 

接合部を含む。水平及び鉛直筋 

かいについて記載する。 

接合部を含む。 

 

躯体貫通孔径を記載する。工事区分及

び補強の有無にかかわらず梁貫通孔

の位置を記載する。 

※径及び位置について、あらかじめの

検討における許容範囲(鉛直及び水平

方向)を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は最下階を見下げとし、それ以外は見上げとする。 

-12-



建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

(23) 軸組図は、架構を表現するものとし、次の事項を記載する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

基  準  線 

柱 列 記 号 

基 準 地 盤 面 

基 準 床 面 

地 業 

 

梁 及 び 床 版 の 

高低差 

 柱   

 

 

 梁   

 

 

 壁   

 

 

 

 

 

床版（スラブ） 

 

筋    か    い 

         

梁 貫 通 孔 及 び 

スリーブの材質 

 

 

 

 

壁    開    口 

 

 

 

 

 

構造計算において 

その影響を考慮し 

た非構造部材 

 

そ  の  他 

凡          例 

 

通り心及び相互間寸法 

 

 

 

捨コンクリート及び砂利の位置,厚さ及び 

記号 

基準床面との高低差 

 

基準線からの位置,寸法,形状,記号,略号, 

構造方法,材料の種別及び基準床面からの 

継手位置（鉄骨） 

基準線からの位置,寸法,形状,記号,略号 

構造方法,材料の種別及び基準線からの 

継手位置（鉄骨） 

 

基準線からの位置,寸法,形状,記号,略号 

構造方法,材料の種別及び開口部 

 

 

 

 

基準床面からの位置,寸法,記号,構造方法 

及び材料の種別 

位置,寸法,記号,略号,構造方法及び材料 

の種別 

位置,形状,寸法,記号及び略号 

 

 

 

 

 

位置,形状及び寸法 

 

 

 

 

 

位置,形状,寸法,記号,略号及び材料の種 

別 

 

 

打増し範囲,止水板の位置等 

表示記号,略号等 

 

平面図による。 

平面図による。 

平面図による。 

 

 

 

 

 

接合部を含む。 

 

 

接合部を含む。 

 

 

接合部を含む。耐震壁を明記する。 

その他構造計算において、その影響を

考慮する非構造部材（下り壁、腰壁等

）を含む。 

 

 

接合部を含む。 

 

接合部を含む。 

 

躯体貫通孔径を記載する。工事区分及

び補強の有無にかかわらず梁貫通孔

位置を記載する。 

※径及び位置について、あらかじめの

検討における許容範囲（鉛直及び水平

方向）を記載する。 

躯体開口寸法を記載する。 

※開口寸法及び開口位置について、あ

らかじめの検討における許容範囲（鉛

直及び水平方向）を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

図は全ての軸組を記載し、その他必要に応じて、軸組以外の図についても記載する。  
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(24)  部材断面リスト図は、柱、梁等の断面形状及び寸法を表現するものとし、次の

事項を記載する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

基礎断面リスト 

              

 

柱 断 面 リ ス ト 

 

 

梁 断 面 リ ス ト 

 

 

床版断面リスト 

(スラブ断面リスト） 

 

壁 断 面 リ ス ト 

 

補 強 リ ス ト 

 

 

基礎（基礎ぐい含む。）の形状,寸法,断 

面（主筋等）,杭筋の定着等,略号及び 

材料の種別 

形状,寸法,略号,断面（主筋,帯筋, 

フランジ,ウェブ等）,材料の種別, 

Ｘ方向及びＹ方向 

形状,寸法,略号,断面（主筋,あばら筋, 

腹筋,幅止め筋,フランジ,ウェブ等）及び 

材料の種別 

形状,寸法,略号,断面（主筋等）及び材料 

の種別 

 

形状,寸法,略号,断面（主筋等）及び材料 

の種別 

梁貫通孔の補強,床開口・壁開口の補強及び 

その他の補強(杭の補強,接合部の補強等) 

 

基準地盤面を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事区分に応じ、必要となる補強 

を記載する。 

 

(25)  構造詳細図は、構造耐力上主要である部材等の断面の配筋、仕口、継手等の構

造方法を表現するものとし、次の事項を記載する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

基  準  線 

柱 列 記 号 

基 準 地 盤 面 

基 準 床 面 

基礎配筋図 (基礎 

ぐい配筋図を含む。) 

雑 配 筋 図 

         

         

         

         

         

 

屋根ふき材、内装 

材、外装材、帳壁 

その他これらに類 

する建築物の部分 

及び広告塔、装飾 

塔その他建築物の 

屋外に取り付ける 

ものの取り付け 

部分の構造方法 

 

 

 

通り心及び相互間寸法 

 

 

 

杭頭の固定方法等 

 

階段,煙突,パラペット,ピット,かま場, 

打増し部等の補強等の形状,寸法,記号, 

略号,配筋（縦筋,横筋,主筋,配力筋の径 

及び間隔,交差部及び端部の配筋,開口部周

りの補強筋,その他の補強筋等）及び 

材料の種別 

 

脱落の防止に関する取り付け方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杭の補強及び接合部の補強を含む。 

基準地盤面を含む。 

接合部の補強を含む。 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章第2節

の規定が適用される建築物の場合、 

記載する。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

 

構造耐力上主要な 

部分である接合部 

並びに継手及び仕 

口の構造方法      

 

 

鉄骨造の柱の脚部 

を基礎に緊結する 

構造方法 

         

         

         

         

         

         

         

加熱開始後30分間 

構造耐力上支障あ 

る変形、溶融、破 

壊その他の損傷を 

生じない柱の構造 

方法 

（柱の防火被覆） 

 

鉄筋の配置、径、 

継手及び定着の

方法 

 

鉄筋又は鉄筋及

び鉄骨に対する 

コンクリートの 

かぶり厚さ 

       

構造耐力上主要

な部分である軸組

等の構造方法 

 

構造耐力上主要

な部分である継手

又は仕口の構造方

法 

 

外壁のうち、軸組 

が腐りやすい構

造である部分の下

地 

 

構造耐力上主要

な部分の地面から

１ｍ以内の部分の

防腐又は防蟻措置 

 

 

 

 

柱,梁,又は柱と梁の取り合い,柱脚（ベ 

ースプレート,アンカーボルト等）,その 

他筋かい,母屋等の形状,寸法,継手工法, 

基準線からの寸法,基準床面からの寸法, 

基準床面からの継手位置,ボルト等の縁端 

距離及び摩擦面の状態 

アンカーボルトの配置,径,基礎に対する 

定着長さ,座金,戻り止めの有無,柱の最 

下端の断面積に対するアンカーボルトの 

全断面積の割合,ベースプレートの厚さ,  

アンカーボルト孔の径,縁端距離,根巻 

き部分の高さ,根巻き部分の主筋の本数 

及び先端形状,根巻き部位の帯筋,コン 

クリートへの埋込み部分の深さ,Ｕ字形 

の補強筋位置及び埋込部分の鉄骨に対する 

コンクリートかぶり厚さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手,定着,柱と梁の接合部の配筋等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第5節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第5節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、柱脚の構造方法

に応じて記載する。 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第5節の規定が適用される建築 

物の場合、記載する。 

（建築基準法第2条第九号の二 

イに掲げる基準に適合する建築 

物及び同条第九号の三イに該当 

する建築物を除く。） 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第6節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第6節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第3節の規定が適用される建築物 

の場合、記載する。 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第3節の規定が適用される建築物 

の場合、記載する。 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第3節の規定が適用される建築物 

の場合、記載する。 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第3節の規定が適用される建築物 

の場合、記載する。 
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国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

(26) 使用構造材料一覧表（基礎、主要構造部及びその他構造耐力上主要な部分に限

る。）は、次の事項を記載する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

構造耐力上主要な 

部分のうち特に腐 

食、腐朽又は摩損 

のおそれのあるも 

のに用いる材料の 

腐食、腐朽若しく 

は摩損のおそれの 

程度又はさび止め 

、防腐若しくは摩 

損防止の措置 

地業の材料の種別 

構造耐力上主要な 

部分に用いる材料 

の種別     

 

コンクリートの骨 

材、水及び混和材 

料の種別 

 

構造耐力上主要な 

部分に用いる木材 

の品質  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捨てコンクリート及び砂利の種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第5節、第6節及び第6節の2の規 

定が適用される建築物の場合、 

記載する。 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第6節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第3節の規定が適用される建築物 

の場合、記載する。 

 

(27)  基礎・地盤説明書は、次の事項を記載する。 

記    載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

支持地盤の種別 

及び位置     

         

         

地 盤 調 査 等   

基礎の底部又は基 

礎ぐいの先端の 

位置       

基礎の底部に作用 

する荷重の数値及 

び算出方法 

地 盤 改 良 等 

 

既往の地盤調査の方法及びその結果,構造 

計算に用いた支持地盤の位置,常水面の 

位置,基準地盤面と孔口標高との関係, 

土質柱状図等 

施工時に行う地盤調査の方法等     

                   

                   

                   

 

 

 

地盤改良の種別,配合量,改良率,施工要領, 

試験方法等 

 

 

 

 

 

土質柱状図の標準貫入試験のＮ値 

の表欄に基礎底版位置等を記載する。 
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建築工事設計図書作成基準の資料（令和 2年改定） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

(28)  施工方法等計画書は、次の事項を記載する。 

記  載  事  項 
備    考 

項  目 内       容 

打撃、圧力又は振 

動により設けられ 

る基礎ぐいの打撃 

力等に対する構造 

耐力上の安全性を 

確保するための 

措置 

 

 

コンクリートの強 

度試験方法、調合 

及び養生方法 

         

 

コンクリートの型 

枠の取り外し時期 

及び方法    

 

構造耐力上の安全性を確保するための措置 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第2節の規定が適用される建築 

物の場合、記載する。 

 

 

 

 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第6節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 

 

 

建築基準法第20条かつ令第3章 

第6節及び第6節の2の規定が適用 

される建築物の場合、記載する。 
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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 

資料３．特記仕様書の工事概要記載例 

 

 

○○○○ 工事 特記仕様書 

 

 

Ⅰ 工事概要 

１ 工事場所 ○○県○○市○○町○○丁目○番地○号 

２ 敷地面積 ○○，○○○．○○㎡ 

３ 工事種目  

 (1) 庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 ○階建（地下○階 塔屋○階）        新築 １棟 

建 面 積    ○○○．○○㎡ （国有財産法による） 

建築面積   ○○○．○○㎡ （建築基準法による） 

延べ面積 ○，○○○．○○㎡ （国有財産法及び建築基準法による） 

地下○階   ○○○．○○㎡ 

地下１階   ○○○．○○㎡ 

  １階   ○○○．○○㎡ 

  ２階   ○○○．○○㎡ 

  ・ 

  ・ 

  ○階   ○○○．○○㎡ 

塔屋１階    ○○．○○㎡ 

塔屋○階    ○○．○○㎡ 

 

 (2) 宿舎 鉄筋コンクリート造 ○階建                      新築 １棟 

建 面 積    ○○○．○○㎡ （国有財産法による） 

建築面積   ○○○．○○㎡ （建築基準法による） 

延べ面積   ○○○．○○㎡ （国有財産法及び建築基準法による） 

 １階   ○○○．○○㎡ 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

  ○階   ○○○．○○㎡ 
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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

 (3) 自動車車庫 鉄骨造 平屋建                         増築 １棟 

 

 

 (4) 渡り廊下 軽量鉄骨造 平屋建                        新築 １棟 

建 面 積   ○○○．○○㎡ （国有財産法による） 

建築面積   ○○○．○○㎡ （建築基準法による） 

延べ面積   ○○○．○○㎡ （国有財産法及び建築基準法による） 

 

(5) 門       鉄筋コンクリート造（扉付き）               新設 １箇所 

  (6) 囲障      コンクリートブロック造                  新設  一式 

(7) 屋外排水設備                               新設  一式 

(8) 舗装      アスファルト舗装                     新設  一式 

(9) 煙突      鉄筋コンクリート造                    新設 １箇所 

(10) 高置水槽    鉄筋コンクリート造                    新設 １箇所 

(11) 諸標 

   イ 境界石標                                新設 ○箇所 

   ロ 庁名板                                 新設 １箇所 

(12) 雑工作物 

   イ 掲示板                                 新設 １箇所 

   ロ 掲揚台                                 新設 １箇所 

(13) 樹木                                   新植  一式 

(14) 芝張り                                  新植  一式 

(15) 電気設備                                 新設  一式 

(16) 機械設備                                 新設  一式 

(17) 倉庫      木造 平屋建                     取りこわし １棟 

            延べ面積  ○○○．○○㎡ 

 

 

＜新営工事（木造以外）の場合＞ 

Ⅱ 建築工事仕様 

 増築部分 既存部分 合  計  

建 面 積 ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ 国有財産法による 

延べ面積 ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ 国有財産法による 

 増築部分 

（計画部分） 

既存部分 

（計画以外） 

合  計  

建築面積 ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ 建築基準法による 

延べ面積 ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ ○○○．○○㎡ 建築基準法による 
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建築工事設計図書作成基準の資料(令和 2年改定) 

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

築工事標準仕様書（建築工事編）（○○年版）[○○年○○月制定]」（以下「標準仕様書」とい

う。）による。（※１）図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（○○年版）[○○年○○月制

定]」による。 

 

＜新営工事（木造）の場合＞ 

Ⅱ 建築工事仕様 

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築

木造工事標準仕様書（○○年版）［○○年○○月制定］」（以下「木造標準仕様書」という。）による。図

面、本特記仕様書及び木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（○○年版）［○○年○○月制定］」による。 

 

＜改修工事の場合＞ 

Ⅱ 建築改修工事仕様 

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

築改修工事標準仕様書（建築工事編）（○○年版）[○○年○○月制定]」（以下「改修標準仕様書」

という。）による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省

大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（○○年版）[○○年○○月制

定]」による。 

 

（※１）新営工事において、改修標準仕様書を適用する必要が無い場合は、記載しない。 
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資料４． 図面ファイル名の命名例 

 
図面ファイル名の命名例を次に示す。 

 
AAABBCCC.DDD 

 
AAA：半角数字 3 文字 “000～999”（図面ファイルの通し番号） 
BBB：半角大文字のアルファベット 2 文字（図面分類） 
CCC：半角大文字のアルファベットまたは半角数字 3 文字 

（図面名称、通し番号、又は平面図等の階数） 
DDD：拡張子 3 文字 

 
表 図面ファイル名の BB 部及び CCC 部に使用する名称（建築） 

   

図面分類 BB 部 図面名称 CCC 部 
共通 CO 表 紙 HYO 

図面目録 MOK 
特記仕様書 SH● 
工事区分表 KUB 

意匠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DS 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敷地案内図 ANN 
敷地求積図 SIK 
敷地現況図 SIG 
配置図 HAI 
面積表及び求積図 ME● 
仕上表 SI● 
平面図 F●● 
立面図 RI● 
断面図 DN● 
矩計図 KAN 
平面・断面・部分詳細図 S●● 
展開図 K●● 
天井伏図 T●● 
建具位置図 TF● 
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建具表 TA● 
工作物等詳細図 KO● 
外構詳細図 GA● 
植栽図 SY● 
仮設計画図 KA● 

構造 ST 構造関係共通事項 KK● 
基礎伏図・各階床伏図 F●● 
軸組図 JK● 
部材断面リスト図 BL● 
構造詳細図 KS● 
使用構造材料一覧表 SZ● 
基礎・地盤説明書 KJ● 
施工方法等計画書 SK● 

注 ●は、半角数字“0～9”とする。 
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